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1. 本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。 
2. 本取扱説明書の全部又は一部を無断で複製することはできません。 
3. 本書内に記載されている製品名等の固有名詞は各社の商標又は登録商標です。 
4. 本書内において、万一誤り、記載漏れなどお気付きのことがありましたらご連絡ください。 
5. 運用した結果の影響について、責任を一切負いかねます。 
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製品保証と注意事項 
 
 
「保証期間」 
 

本製品の保証期間は、ご購入日より 5 ヶ年とさせていただきます。 
 
「保証範囲」 
 

保証期間中に納入者側の責により故障を生じた場合は、納入者側にお

いて機器の修理または交換を行います。 
但し、保証期間内であっても、次に該当する場合は、保証対象から除

外させていただきます。 
 
1. 需要者側の不適当な取り扱いならびに使用 
2. 故障の原因が納入者以外の事由に場合 
3. 外装部品の損傷 
4. 需要者側で改造・修理を行った場合 
5. 天災地変による場合 
 
尚、ここでいう保証は納入品単体の保障を意味するもので、納入品の

故障により誘発される損害はご容赦いただきます。 
 

「修理」 
 

修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出張修理などは一切行

いません。 
 
「電波障害自主規制について」 
 

本装置は米国通信規制「FCC 第 15 条補足 J」による計算機器制約条件

に適合しております。商業環境での使用において妥当な保護措置がな

されています。しかし、住宅地域でのご使用は妨害（ﾗｼﾞｵ･ﾃﾚﾋﾞなどの

受信障害）が起こることがあります。 
 
「その他」 
 

● 納入品の価格にはｻｰﾋﾞｽ費用は一切含んでおりません。 
● 本製品は、台湾工場（一部、中国工場）にて製造しております。 
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安全上のご注意 
 
安全にお使い頂くために必ずお守りください。 
 
警告・注意表示は、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や

財産への損害を未然に防ぐために守って頂きたい事項を示しています。 
その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解してから、本文を

お読み下さい。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると死亡または 
            重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 
 
 
           この表示を無視して誤った取り扱いをすると傷害を負う 
             可能性が想定される内容および物的損傷の発生が想定さ 
                        れる内容を示しています。 
 
 
絵記号の意味 
 

＜注意＞ 
一般的な注意、警告、危険

の通知を示しています。 

＜禁止＞ 
一般的な禁止を示してい

ます。 

＜発火注意＞ 
発火の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜水気禁止＞ 
風呂、シャワーなどの水気

の多い場所での使用を禁

止することを示していま

す。 

＜感電注意＞ 
感電の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜分解禁止＞ 
製品の分解や改造を禁止

することを示しています。

＜破裂注意＞ 
破裂の可能性が想定され

ることを示しています。 

＜ケガ注意＞ 
指を挟まれるなど、ケガを

負う可能性が想定される

ことを示しています。 

 

警告 

注意  



 
PulsarC Series 

 
Copyright © 2010, AIware 

 
           

 
■本装置を絶対に分解しないで下さい。 ・故障・感電（火災）の原因になります。 
 
 
 
 
■直射日光が長時間当たる場所、粉塵の ・故障・感電（火災）の原因になります。 

多い場所、湿気が異常に多い場所、水 
を扱う場所、暖房機器などの発熱物の 
近くなでは使用しないで下さい。 

 
 
■ケーブルに重いものを載せないで下さ ・ケーブルの被覆破れや断線が発生し、 

い。また、ケーブルをねじったり、強   故障・感電（火災）の原因になります。 
く引張ったりしないで下さい。 

 
 
 
■引火性のガスや発火性の物質のある場 ・火災・爆発・故障の原因になります。 

所及び薬品や化学物質などを扱う場所 
では、絶対に使用しないで下さい。 

 
 
■故障した状態のままで使用しないで下 ・感電（火災）の原因になります。 

さい。異臭がする、煙が出たなどの異 
常が生じた時は、すぐに接続している 
機器の電源をＯＦＦにしコネクタを抜 
いて下さい。 

 

 

警告 
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■使用可能な温度・湿度内で使用して ・故障の原因になります。 
 下さい。 
 
 
 
■濡れた手でケーブルの接続や取り外 ・故障・感電の原因になります。 
 しを行わないで下さい。 
 
 
 
■長期的な振動（バイクの荷台や自転 ・故障の原因になります。 
 車での移動）や強いショック（落下） 
 を与えないで下さい。 
 
 
■温度が激しく変化する場所（夏場の ・装置のケースが変形したり、故障の原 
 車内）や熱器具など熱を発生する物   因になります。 
 の近くに放置しないで下さい。 
 
 
 
■不安定な場所（棚など）でのご使用 ・不用意な落下による故障やけがの原因 
 や保管は避けて下さい。    になります。 
 
 
 
 
■揮発性の高い有機溶剤（シンナー・ ・ケースの変形や変色の原因になります。 
 ベンジンなど）や薬品、化学雑巾で 
 拭かないでください。また、殺虫剤 
 を吹きかけないで下さい。 

注意 
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1. はじめに 
 
この度は、弊社 PulsarC ｼﾘｰｽﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ(以下、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ)をご購入いただ

きまして誠にありがとうございます。 
 
この説明書は、本装置の基本的な使用方法について説明しております。 
ご使用になられる前に必ずお読みください。 
 
 
1.1 ご使用上の注意 
 
本装置は精密な電子部品で構成されていますので、絶対に分解しないでくださ

い。本装置が万一故障した場合は、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
 
1.2 梱包内容の確認 
 
本装置の梱包内容は、下記のようになっています。ご確認の上、万一不足、破

損品がありましたら、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
 
（梱包内容） 
 

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞ本体 ------------------------------------------------- 1 台
1 

 簡易取扱説明書 --------------------------------------------------- 1 冊 
 
梱包箱は、修理などで製品を返送する場合、輸送時の損傷を避けるために必要

となります。大切に保管してください。 

                                                                  
1  付属のｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙは、ご購入された型式により異なります。 
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1.3 インディケータ 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、ｵﾍﾟﾚｰﾀに動作状態を知らせるためのｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀとして、ﾌﾞｻｰ及

び LED を装備しています。 
ﾌﾞｻｰ/LED の意味については、下記の表を参照下さい。 
 

ﾌﾞｻｰ音 
ﾌﾞｻﾞｰ音 意味 

ﾋﾟｰ 電源投入時、約 1 秒間 ﾋﾟｰというﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。 

ﾋﾟｰｯ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙの読み取りに成功した時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴りま

す。ﾌﾞｻﾞｰの音量と周波数はﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定により、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能

です。 

ﾋﾟﾛｰﾋﾟﾛｰﾋﾟﾛｰ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞに入った時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。 

ﾋﾟﾛｰﾋﾟﾛｰﾋﾟﾛｰ･ﾋﾟｰ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞを終了した時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。 

ﾋﾟｯ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞで数値ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙの読み取りを必要とする

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｺﾏﾝﾄﾞをｽｷｬﾝした時、このﾌﾞｻﾞｰ音が鳴ります。 

 
 

LED 
LED 点灯色 意味 

緑色 ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞに入ると、緑色 LED が点灯します。 

赤色 

次の何れかの状態で赤色 LED が点灯します。 

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取った時 

 電源投入時（約 1 秒間） 
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2. コンピュータとの接続 
 
 
2.1 RS232C インターフェイス 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまる場合は、RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪ

ｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞです。 
 

PulsarC-RS232 
 
下記を参照して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

標準仕様 RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｹｰﾌﾞﾙ ﾋﾟﾝ配列 
D-Sub9 ﾒｽｺﾈｸﾀ 

5 1

9 6
 
 

21

ﾋﾟﾝ番号 信号名 
2 TxD 
3 RxD 
4 6 番ﾋﾟﾝとｼｮｰﾄ 
5 GND 
6 4 番ﾋﾟﾝとｼｮｰﾄ 
7 CTS 
8 RTS 
9 VCC (+5V) 

電源ｺﾈｸﾀ 
ﾋﾟﾝ番号 信号名 

1 VCC (+5V) 
2 GND 

 
下記のようにｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

RS232Cｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのCOMﾎﾟｰﾄに接続
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2.2 キーボードインターフェイス 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまる場合は、ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ型ｷｰﾎﾞ

ｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞです。 
 

PulsarC-KBW 
 
下記を参照して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ(ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ)
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾎﾟｰﾄに接続

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｷｰﾎﾞｰﾄﾞに接続
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2.3 USB キーボードインターフェイス 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまる場合は、USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀ

ｰﾌｪｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞです。 
 

PulsarC-HID 
 
下記を参照して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

USBｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

USBﾎﾟｰﾄへ接続

 
 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを接続すると、HID ﾄﾞﾗｲﾊﾞが自動的にｲﾝｽﾄｰﾙされます。

ｲﾝｽﾄ-ﾙが完了すれば、ﾒﾓ帳等のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを立ち上げ、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが正しく入

力できるかを確認してください。 
 
 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ使用時の注意 

 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは WINDOWS 98SE/ME/2000/XP/Vista/7 
32 ﾋﾞｯﾄ&64 ﾋﾞｯﾄなど USB-HID をｻﾎﾟｰﾄしたﾌﾟﾗｸﾞ&ﾌﾟﾚｲ OS で動

作可能です。 
 読み取ったﾃﾞｰﾀは、ﾒﾓ帳などのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝにｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰﾀ

と同じように入力されます。 
 USB-HID ﾄﾞﾗｲﾊﾞの仕様上、1 台の PC に複数の USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀ

ｰﾌｪｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを接続することはできません。(同時に複数

ﾎﾟｰﾄからﾃﾞｰﾀが入力された場合に、正しくﾃﾞｰﾀ入力できないた

めです。) 
 USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞをご使用く

ださい。ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞには対応しません。 
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2.4 USB バーチャル COM インターフェイス 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまる場合は、USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞです。 
 

PulsarC-VCOM 
 
下記を参照して、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続してください。 
 

USBﾊﾞｰﾁｬﾙCOMｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ

USBﾎﾟｰﾄへ接続

 
 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ用の専用ﾄﾞﾗｲﾊﾞは、弊社 WEB ｻｲﾄよりﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし

てください。 
 
 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ使用時の注意 

 USB ﾊﾌﾞをご使用になる場合は、ｾﾙﾌﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞをご使用く

ださい。ﾊﾞｽﾊﾟﾜｰﾄﾞ USB ﾊﾌﾞには対応しません。 
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3. バーコードの読み取り操作 
 
本章ではﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取り操作について説明します。 
 
 
3.1 バーコードを読み取る 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞでﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取る場合は、下図に示す様にﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙのﾊﾞｰ

に対して、ﾘｰﾀﾞの読み取り窓ができるだけ垂直になるようにしてください。 
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4. パラメータ設定 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのﾊﾟﾗﾒｰﾀは本章に記載する専用ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使って設定します。 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定を始める前に、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを正しく接続し、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの

読み取りを行える状態にしてください。 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表の使い方 
 
 
 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

0 0 1 4  

英数字ｷｰ 
数字ﾃﾞｰﾀを英数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからのﾃﾞｰ

ﾀとして送信します。 
■ 

0 0 1 3  

数値ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ 
数字ﾃﾞｰﾀを数値ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ(ﾃﾝｷｰ)からの

ﾃﾞｰﾀとして送信します。 

 

 

設定開始ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
このﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定

ﾓｰﾄﾞに入ります。 

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ欄 
工場出荷時の設定値を意味します。 

設定終了ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
このﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすると、ﾊﾟﾗﾒｰﾀの変更内

容をｾｰﾌﾞした後、通常動作に戻ります。 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ欄 
このｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝすることで、ﾊﾟ

ﾗﾒｰﾀの変更が行えます。 
16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りが必要な場合

は、「補足 B 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ/ｽﾃｰﾀｽｷｰ表」を

使って、値を入力し、最後に確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

をｽｷｬﾝします。 

 
 
 
4.1 システムコマンド 
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞに入ります。 

設定終了 

9 9 9 9  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存し、ﾊﾟﾗﾒｰﾀ

設定ﾓｰﾄﾞを終了します。 

ｷｬﾝｾﾙ 

9 9 9 8  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ変更内容を保存せずに、 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定ﾓｰﾄﾞを終了します。 

全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

9 9 9 3  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定内容を工場出荷時の

ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ設定値に戻します。 
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4.2 バーコードリーダの簡単セットアップ 
 
本節ではﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを簡単にｾｯﾄｱｯﾌﾟできる初期化ﾒﾆｭｰを掲載します。 
 
設定終了後は、必ず、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの電源を一旦ｵﾌにして、電源の再

投入を行ってください。 
 
4.2.1 RS232C I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまる場合は、この初期化ﾒﾆｭｰ

をご使用ください。 
 

PulsarC-RS232 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 1  

RS232C I/F 
9600/8/N/1 ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸ無し 

9 9 9 9  
設定終了 
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4.2.2 キーボード・USB・ワンド I/F の初期化 
 
DOS/V キーボード, USB キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが日本

語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 1 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 12 
DOS/V 日本語 106/109 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 2

9 9 9 4
確定 

9 9 9 9
設定終了 
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AT キーボード, USB キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが英語

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 0 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 01 
IBM AT 英語 101/104 ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は 
英語 USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 1

9 9 9 4
確定 

9 9 9 9
設定終了 
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IBM PS2-30 キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
PS2-30 系の場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 2  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 27 
IBM PS2-30 系ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 7  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 

 
 



 
PulsarC Series 

4.6 
Copyright © 20010, AIware 

IBM 3477 4 型日本語キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
3477 4 型日本語ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 2  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 26 
IBM 3477 4 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 6  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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IBM PS55 001-82 型キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
PS55 001-82 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 1  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 17 
IBM PS55 001-82 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 7  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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IBM PS55 001-8A 型キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
PS55 001-8A 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 1  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 19 
IBM PS55 001-8A 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 9  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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IBM PS55 002(003)-82 型キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
PS55 002(003)-82 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 2  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 23 
IBM PS55 002-82 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は 
IBM PS55 003-82 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 3  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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IBM PS55 002(003)-8A 型キーボード I/F の初期化 
 
ご購入されたﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの型式が下記に当てはまり、お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが IBM 
PS55 002(003)-8A 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞの場合は、この初期化ﾒﾆｭｰをご使用ください。 
 

PulsarC-KBW 
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

9 9 9 3  
全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 0  
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 設定 

9 9 0 2  ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ I/F 番号 25 
IBM PS55 002-8A 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又は 
IBM PS55 003-8A 型ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ 

9 9 0 5  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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4.2.3 プリフィックス／ポストフィックスの初期化 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽは読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの前に付加される固定ﾃﾞｰﾀ、ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽは読み取

ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞの後ろに付加される固定ﾃﾞｰﾀを意味します。 
 

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
 
初期状態では、ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ無し･ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ CR(ｴﾝﾀｰｷｰ)です。変更が必要な場合

は、下記から希望する専用ﾒﾆｭｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞを順番に読み取ってください。 
また、任意の文字列を設定したい場合は、本書｢4.11 ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ/ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽの設

定｣を参照ください。 
 
プリフィックス  無し   
ポストフィックス  無し   
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  CR(ｴﾝﾀｰｷｰ)  
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 0  
CR(ｴﾝﾀｰｷｰ) 

9 9 1 3  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ)  
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 8  
ｴﾝﾀｰｷｰ(ﾃﾝｷｰ) 

9 9 1 5  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  TAB ｷｰ   
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 0  
TAB ｷｰ 

9 9 0 9  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  実行ｷｰ(右 CTRL)  
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 1  
実行ｷｰ(右 CTRL) 

9 9 1 2  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  実行ｷｰ(右 ALT)  
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 1  
実行ｷｰ(右 ALT) 

9 9 1 3  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  無し   
ポストフィックス  CR/LF   
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 無し 

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 0  
CR(0DH) 

9 9 1 3  

9 9 0 0  
LF(0AH) 

9 9 1 0  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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プリフィックス  STX   
ポストフィックス  ETX   
 

上から順番に読み取ってください。 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0
設定開始 

0 2 7 3  
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 0  
STX(02H) 

9 9 0 2  

9 9 9 4  
確定 

0 2 7 4  
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 設定 

9 9 0 0  
ETX(03H) 

9 9 0 3  

9 9 9 4  
確定 

9 9 9 9  
設定終了 
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4.3 パラメータリスト出力 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

9 9 5 0  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 1  

9 9 5 1  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 2  

9 9 5 2  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 3  

9 9 5 3  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 4  

9 9 5 4  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 5  

9 9 5 5  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 6  

9 9 5 6  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 7  

9 9 5 7  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 8  

9 9 5 8  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 9  

9 9 5 9  

ﾊﾟﾗﾒｰﾀﾘｽﾄ出力 - ﾍﾟｰｼﾞ 10  
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4.4 ブザー音の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 3 1 8  
ﾌﾞｻﾞｰ音 有り  

0 3 1 9  
ﾌﾞｻﾞｰ音 無し  

0 0 4 6  
8 KHz  

0 0 4 7  
4 KHz  

0 0 4 8  
2 KHz  

0 0 4 9  
1 KHz  
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4.5 キーボード I/F オプションの設定 
 
4.5.1 CAPS ロックの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 0 3  

CAPS ﾛｯｸｵﾝ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを入力した時、大文

字で入力される状態で使用している場合

は、左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

 

0 0 0 4  

CAPS ﾛｯｸｵﾌ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞからｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄを入力した時、小文

字で入力される状態で使用している場合

は、左記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

■ 

0 0 0 2  

CAPS ﾛｯｸ自動検出 
CAPS ﾛｯｸ状態を自動的に検出します。 
この設定は PC-AT 及び DOS/V機で動作し

ます。1 

 

 
 
4.5.2 数字データ送信方法の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 1 4  

英数字ｷｰ(ﾌﾙｷｰ) 
数字ﾃﾞｰﾀを英数字ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ(ﾌﾙｷｰ)からのﾃﾞｰ

ﾀとして送信します。 
■ 

0 0 1 3  

数値ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ(ﾃﾝｷｰ) 
数字ﾃﾞｰﾀを数値ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ(ﾃﾝｷｰ)からのﾃﾞｰﾀ

として送信します。 
 

 

                                                                  
1 一部のﾊﾟｿｺﾝで正しく動作しない場合があります。 
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4.5.3 ALT シーケンスの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 3 3 5  

ALT ｼｰｹﾝｽ ｵﾝ 
ｷｰﾎﾞｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを ALT+ﾃﾝｷｰで入力します。 
例えば、A は ALT+65 と入力されます。 

 

0 3 3 4  

ALT ｼｰｹﾝｽ ｵﾌ 
ALT ｼｰｹﾝｽをｵﾌにします。 ■ 

 
 
4.5.4 DOS/V ノートブックオプションの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 3 8 9  

外付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ無し 2 
外付のﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又はﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続せ

ずにﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを利用する場合に設定し

ます。 

 

0 3 8 8  

外付ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ有り 
外付のﾌﾙｷｰﾎﾞｰﾄﾞ又はﾃﾝｷｰﾎﾞｰﾄﾞを接続し

て、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞを利用する場合に設定し

ます。 

■ 

 
 

                                                                  
2  一部のﾊﾟｿｺﾝでは、正しく動作しない場合があります。 
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4.6 RS232C I/F オプションの設定 
 
4.6.1 送信モードの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 3 8  

全二重 (ｼﾝｸﾞﾙｺﾈｸﾀ対応) 
ﾃﾞｺｰﾄﾞされたﾃﾞｰﾀは、ﾒｲﾝｺﾈｸﾀから無手順

でﾎｽﾄ PC に送信されます。RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞ

ｼｪｲｸは行いません。 

■ 

0 0 3 9  

半二重 (ﾃﾞｭｱﾙｺﾈｸﾀ対応) 
ﾃﾞｺｰﾄﾞされたﾃﾞｰﾀは、ﾒｲﾝｺﾈｸﾀとｻﾌﾞｺﾈｸﾀか

ら無手順でﾎｽﾄ PC に送信されます。

RTS/CTS ﾊﾝﾄﾞｼｪｲｸは行いません。 

 

0 0 4 2  

無し 
ﾌﾛｰｺﾝﾄﾛｰﾙを行いません。 ■ 

0 0 4 3  

ｽｷｬﾅﾚﾃﾞｨ 
PulsarC ｼﾘｰｽﾞは電源が投入されると、自身

の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞにします。ﾃﾞｺｰﾄﾞされ

たﾃﾞｰﾀは、自身の CTS ﾗｲﾝがｱｸﾃｨﾌﾞになる

と、ﾒｲﾝｺﾈｸﾀから送信されます。 

 

0 0 4 4  

ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨ 
PulsarC ｼﾘｰｽﾞはﾃﾞｰﾀをﾃﾞｺｰﾄﾞすると、自身

の RTS ﾗｲﾝをｱｸﾃｨﾌﾞにし、自身の CTS ﾗｲﾝ

がｱｸﾃｨﾌﾞになると、ﾒｲﾝｺﾈｸﾀからそのﾃﾞｰﾀ

を送信します。 

 

0 0 4 5  

ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨ(反転) 
RTS 回路の論理が反転することを除いて、

ﾃﾞｰﾀﾚﾃﾞｨと同じ動作を行います。 
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4.6.2 ボーレートの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 1 6  

38,400 bps  

0 0 1 7  

19,200 bps  

0 0 1 8  

9,600 bps ■ 

0 0 1 9  

4,800 bps  

0 0 2 0  

2,400 bps  

0 0 2 1  

1,200 bps  

0 0 2 2  

300 bps  

0 0 2 3  

110 bps  
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4.6.3 パリティの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 2 8  

無し ■ 

0 0 2 9  

偶数  

0 0 3 0  

奇数  

 
 
4.6.4 データビットの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 3 4  

8 ﾋﾞｯﾄ ■ 

0 0 3 5  

7 ﾋﾞｯﾄ  

 



 
PulsarC Series 

4.26 
Copyright © 20010, AIware 

4.7 バーコードリーダに関する設定 
 
4.7.1 読み取りモードの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ

0 0 6 6  

ｵｰﾄｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを開

始します。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功する

か、ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間が経過す

ると、読み取りを終了します。 

■ 

0 0 6 7  

ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
常にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り状態となります。  

0 0 6 8  

ｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを開

始します。ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功する

と、ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄを再ｶｳﾝﾄし、読み取りを続

けます。ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄで設定された時間が経

過すると、読み取りを終了します。 

 

0 0 6 9  

ｵｰﾙﾀﾈｰﾄﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを一度押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取り

状態となり、再度ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、読み

取りを終了します。 

 

0 0 7 0  

ﾓｰﾒﾝﾀﾘﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押している間、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取

りを行い、ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを離すと、読み取りを

終了します。 

 

0 0 7 1  

ﾘﾋﾟｰﾄﾓｰﾄﾞ 
常にﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り状態となります。ﾊﾞｰｺ

ｰﾄﾞを読み取った後、2 秒以内にﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを

押すと、直前に読み取ったﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを再

送信します。この機能は POS ｼｽﾃﾑ等で、同

一の商品ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを続けて、入力する場合に

有効です。 

 

0 0 7 2  

ﾚｰｻﾞﾓｰﾄﾞ 
ﾄﾘｶﾞﾎﾞﾀﾝを押すと、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りを行

い、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに成功するか、ﾄﾘｶﾞ

ﾎﾞﾀﾝを離すと、読み取りを終了します。 

 

0 0 7 3  

ﾃｽﾄﾓｰﾄﾞ 
常に読み取り状態となり、同一ﾊﾞｰｺｰﾄﾞも連

続して読み取ることができます。読み取り

ﾃｽﾄを行う場合に使用します。 
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4.7.2 データ照合の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 2 0 1  

ﾃﾞｰﾀ照合無し 
ﾃﾞｰﾀ照合を行いません。 ■ 

0 2 0 2  

ﾃﾞｰﾀ照合 1 回  

0 2 0 3  

ﾃﾞｰﾀ照合 2 回  

0 2 0 4  

ﾃﾞｰﾀ照合 3 回  

 
 
4.7.3 ネガバーコード読み取りの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 1 9 9  

ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り有り  

0 2 0 0  

ﾈｶﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ読み取り無し ■ 
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4.7.4 スキャナタイムアウトの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 2 0 7  

ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄ 
ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄを設定する場合は、左記のｺﾏﾝ

ﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

(本書 補足 B)で 2 桁の値を入力し、最後に

確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 
設定範囲は 01 秒~99 秒です。 
尚、ｽｷｬﾅﾀｲﾑｱｳﾄは、読み取りﾓｰﾄﾞがｵｰﾄｵﾌﾓ

ｰﾄﾞ又はｵｰﾄﾊﾟﾜｰｵﾌﾓｰﾄﾞに設定されている

場合のみ有効です。 

10 

 
 
4.8 キャラクタ間ディレイの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 1 5  

ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲ設定 
ｷｬﾗｸﾀ間ﾃﾞｨﾚｲを設定する場合は、左記のｺﾏ

ﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16 進ﾊﾞｰｺｰ

ﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、0~255msec の

範囲で設定します。 

0 
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4.9 既定コード ID 送信の設定 3 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

9 9 6 0

ｺｰﾄﾞ ID 送信無し 
ｺｰﾄﾞ ID ｷｬﾗｸﾀの送信を行いません。 ■ 

9 9 6 1

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 1 
ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 1 を適用します。 

 

9 9 6 2

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 2 
ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 2 を適用します。  

9 9 6 3

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 3 
ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 3 を適用します。  

9 9 6 4

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 4 
ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 4 を適用します。  

9 9 6 5

ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 5 
ｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 5 を適用します。 

 

 
 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ ｾｯﾄ 1 ｾｯﾄ 2 ｾｯﾄ 3 ｾｯﾄ 4 ｾｯﾄ 5 
ｺｰﾄﾞ 39 A C Y M A 
ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ A C Y M A 
ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ A C Y M A 
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 C H H H S 
ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ 25 D I Z I S 
ﾏﾄﾘｸｽ 25 E G G G S 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ (NW7) F N X N F 
ｺｰﾄﾞ 93 I L L L G 
ｺｰﾄﾞ 128 H K K K C 
UPCE S E C E E 
JAN/EAN8 P B B FF E 
JAN/EAN13 M A A F E 
MSI V V D P M 
Plessey W W E Q P 
UPCA J A A A E 
MSR ｼﾝｸﾞﾙﾄﾗｯｸ X X M R Z 
MSR ﾃﾞｭｱﾙﾄﾗｯｸ Y Y N S Z 
 

                                                                  
3  各ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙに任意のｺｰﾄﾞ ID を設定することもできます。 

「4.10 ﾕｰｻﾞｰｺｰﾄﾞ ID の設定」を参照下さい。 
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4.10 ユーザーコード ID の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 

下記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟをｽｷｬﾝした後、

16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ及びｽﾃｰﾀｽｷｰ(本書 補足 B)
を使って、2 文字までのｺｰﾄﾞ ID を設定し

ます。 

0 2 5 6  
ｺｰﾄﾞ 39 

ｲﾀﾘｱﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ 

0 2 5 7  

0 2 5 8  
ﾌﾗﾝｽﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 

0 2 5 9  

0 2 6 0  
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

ﾏﾄﾘｸｽ 25 

0 2 6 1  

0 2 6 2  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ (NW7) 

ｺｰﾄﾞ 93 

0 2 6 3  

0 2 6 4  
ｺｰﾄﾞ 128 

UPCE 

0 2 6 5  

0 2 6 6  
JAN/EAN8 

JAN/EAN13 

0 2 6 7  

0 2 6 8  
MSI 

Plessey 

0 2 6 9  

0 2 7 0  
UPCA 

MSR ｼﾝｸﾞﾙﾄﾗｯｸ 

0 2 7 1  

0 2 7 2  
MSR ﾃﾞｭｱﾙﾄﾗｯｸ 

PDF417 

0 4 0 2  

 
ｺｰﾄﾞ ID 全ｸﾘｱ 

9 9 6 0  
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4.11 プリフィックス／ポストフィックスの設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 2 7 3  

ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ設定 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを設定する場合は、左記のｺﾏﾝﾄﾞ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

及びｽﾃｰﾀｽｷｰ(本書 補足 B)を使って、4 文

字までのﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽを設定します。 

 

0 2 7 4  

ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ設定 
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽを設定する場合は、左記のｺﾏﾝﾄﾞ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

及びｽﾃｰﾀｽｷｰ(本書 補足 B)を使って、4 文

字までのﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽを設定します。 

0D 
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4.12 キャラクタ置換の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 3 0 9  

ｷｬﾗｸﾀ置換 ｾｯﾄ 1 
ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 1 を設定する場合は、左記の

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、対象とな

るｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設

定し、続けて置換えたいｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰ

ｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設定し、最後に確定ﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

例) 0 というｷｬﾗｸﾀを＊に置換えたい場合 
<ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 1> <3><0><2><A><確定>
という順番でｽｷｬﾝします。 

 

0 3 1 0  

ｷｬﾗｸﾀ置換 ｾｯﾄ 2 
ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 2 を設定する場合は、左記の

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、対象とな

るｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設

定し、続けて置換えたいｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰ

ｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設定し、最後に確定ﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

例) ＊というｷｬﾗｸﾀを削除したい場合 
<ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 2> <2><A><確定> 
という順番でｽｷｬﾝします。 

 

0 3 1 1  

ｷｬﾗｸﾀ置換 ｾｯﾄ 3 
ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 3 を設定する場合は、左記の

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、対象とな

るｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設

定し、続けて置換えたいｷｬﾗｸﾀを 16 進ﾊﾞｰ

ｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)で設定し、最後に確定ﾊﾞ

ｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝします。 

例) 9 というｷｬﾗｸﾀを@に置換えたい場合 
<ｷｬﾗｸﾀ置換ｾｯﾄ 3> <3><9><4><0><確定> 
という順番でｽｷｬﾝします。 
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4.13 読み取りバーコードの設定 
 
4.13.1 コード 39 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 7 4  
ｺｰﾄﾞ 39 読み取り有り ■ 

0 0 7 5  
ｺｰﾄﾞ 39 を読み取り無し  

0 1 2 2  
ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰを読み取り有り  

0 1 2 3  
ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰを読み取り無し ■ 

0 1 1 6  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ送信有り  

0 1 1 7  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ送信無し ■ 

0 1 1 8  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り  

0 1 1 9  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無し ■ 

0 1 2 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 2 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 2 4  
桁数送信有り  

0 2 2 5  
桁数送信無し ■ 
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4.13.2 インダストリアル 2/5 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 8 0  
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 読み取り有り ■ 

0 0 8 1  
ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5 読み取り無し  

0 1 3 0  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 ■ 

0 1 3 1  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25  

0 1 3 2  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ﾏﾄﾘｸｽ 25  

0 1 3 9  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り  

0 1 4 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無し ■ 

0 1 4 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 4 2  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 3 0  
桁数送信有り  

0 2 3 1  
桁数送信無し ■ 
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桁数ﾁｪｯｸを有効にした場合は、最大桁数/固定桁数１・最小桁数/固定桁数 2 を設定

して下さい。 

0 2 0 8

最大/最小桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 0 9

固定桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 1 0

最大桁数/固定桁数 1 
最大桁数/固定桁数 1 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 

 

0 2 1 1

最小桁数/固定桁数 2 
最小桁数/固定桁数 2 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 
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4.13.3 インターリーブド 2/5 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 8 2  
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り有り ■ 

0 0 8 3  
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5 読み取り無し  

0 1 3 3  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25  

0 1 3 4  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 ■ 

0 1 3 5  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ﾏﾄﾘｸｽ 25  

0 1 4 3  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り  

0 1 4 4  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無し ■ 

0 1 4 5  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 4 6  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 3 2  
桁数送信有り  

0 2 3 3  
桁数送信無し ■ 
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桁数ﾁｪｯｸを有効にした場合は、最大桁数/固定桁数１・最小桁数/固定桁数 2 を設定

して下さい。 

0 2 1 2

最大/最小桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 1 3

固定桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 1 4

最大桁数/固定桁数 1 
最大桁数/固定桁数 1 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 

 

0 2 1 5

最小桁数/固定桁数 2 
最小桁数/固定桁数 2 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 
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4.13.4 マトリクス 2/5 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 8 4  
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り有り  

0 0 8 5  
ﾏﾄﾘｸｽ 2/5 読み取り無し ■ 

0 1 3 6  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25  

0 1 3 7  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25  

0 1 3 8  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟ ﾏﾄﾘｸｽ 25 ■ 

0 1 4 7  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有り  

0 1 4 8  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ無し ■ 

0 1 4 9  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 5 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 3 4  
桁数送信有り  

0 2 3 5  
桁数送信無し ■ 
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桁数ﾁｪｯｸを有効にした場合は、最大桁数/固定桁数１・最小桁数/固定桁数 2 を設定

して下さい。 

0 2 1 6

最大/最小桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 1 7

固定桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 1 8

最大桁数/固定桁数 1 
最大桁数/固定桁数 1 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 

 

0 2 1 9

最小桁数/固定桁数 2 
最小桁数/固定桁数 2 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 

 

 



 
PulsarC Series 

4.40 
Copyright © 20010, AIware 

4.13.5 MSI の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 1 1 2  
MSI 読み取り有り  

0 1 1 3  
MSI 読み取り無し ■ 

0 1 6 7  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ｼﾝｸﾞﾙ Mod..10 ■ 

0 1 6 8  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ ﾀﾞﾌﾞﾙ Mod.10  

0 1 6 9  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ Mod.11 & 10  

0 1 7 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 最終桁送信無し ■ 

0 1 7 1  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 有り  

0 1 7 2  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信 最終 2 桁送信無し  

0 2 4 8  
桁数送信有り  

0 2 4 9  
桁数送信無し ■ 
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桁数ﾁｪｯｸを有効にした場合は、最大桁数/固定桁数１・最小桁数/固定桁数 2 を設定

して下さい。 

0 2 2 0

最大/最小桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 2 1

固定桁数ﾁｪｯｸ有り  

0 2 2 2

最大桁数/固定桁数 1 
最大桁数/固定桁数 1 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 

 

0 2 2 3

最小桁数/固定桁数 2 
最小桁数/固定桁数 2 を設定する場合は、左

記のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾗﾍﾞﾙをｽｷｬﾝした後、16
進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ(本書 補足 B)を使って、2 桁の

数値を入力します。 
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4.13.6 コーダバー (NW7)の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 8 6  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り有り ■ 

0 0 8 7  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ 読み取り無し  

0 1 5 5  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ送信有り  

0 1 5 6  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ送信無し ■ 

0 1 5 1  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ abcd/abcd ■ 

0 1 5 2  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ abcd/tn*e  

0 1 5 3  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ ABCD/ABCD  

0 1 5 4  
ｽﾀｰﾄ/ｽﾄｯﾌﾟｺｰﾄﾞ ABCD/TN*E  

0 1 5 7  
CLSI 変換有り  

0 1 5 8  
CLSI 変換無し ■ 
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4.13.7  UPCA の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 2 9 1  
UPCA 読み取り有り ■ 

0 2 9 2  
UPCA 読み取り無し  

0 2 9 3  
UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有り  

0 2 9 4  
UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無し ■ 

0 2 9 5  
UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有り  

0 2 9 6  
UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無し ■ 

0 1 7 7  
UPCA -> EAN13 変換有り ■ 

0 1 7 8  
UPCA -> EAN13 変換無し  

0 1 9 3  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 送信有り ■ 

0 1 9 4  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 送信無し  

0 1 8 5  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 8 6  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 3 6  
桁数送信有り  

0 2 3 7  
桁数送信無し ■ 
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4.13.8  UPCE の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 9 2  
UPCE 読み取り有り ■ 

0 0 9 3  
UPCE 読み取り無し  

0 0 9 4  
UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有り  

0 0 9 5  
UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無し ■ 

0 0 9 6  
UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有り  

0 0 9 7  
UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無し ■ 

0 2 8 7  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 0&1  

0 2 8 8  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 0 ■ 

0 1 7 5  
UPC-E -> UPC-A 変換有り  

0 1 7 6  
UPC-E -> UPC-A 変換無し ■ 

0 1 9 1  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 送信有り  

0 1 9 2  
ｼｽﾃﾑﾅﾝﾊﾞｰ 送信無し ■ 

0 1 8 3  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 8 4  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 4 2  
桁数送信有り  

0 2 4 3  
桁数送信無し ■ 
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4.13.9  JAN/EAN-8 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 9 8  
JAN/EAN-8 読み取り有り ■ 

0 0 9 9  
JAN/EAN-8 読み取り無し  

0 1 0 0  
EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有り  

0 1 0 1  
EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無し ■ 

0 1 0 2  
EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有り  

0 1 0 3  
EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無し ■ 

0 1 9 5  
EAN8 -> EAN13 変換有り  

0 1 9 6  
EAN8 -> EAN13 変換無し ■ 

0 1 8 7  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 8 8  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 4 4  
桁数送信有り  

0 2 4 5  
桁数送信無し ■ 
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4.13.10  JAN/EAN-13 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 1 0 6  
JAN/EAN-13 読み取り有り ■ 

0 1 0 7  
JAN/EAN-13 読み取り無し  

0 1 0 8  
EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り有り  

0 1 0 9  
EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 2 読み取り無し ■ 

0 1 1 0  
EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り有り  

0 1 1 1  
EAN-13 ｱﾄﾞｵﾝ 5 読み取り無し ■ 

0 1 7 9  
ISBN 変換有り  

0 1 8 0  
ISBN 変換無し ■ 

0 1 8 1  
ISSN 変換有り  

0 1 8 2  
ISSN 変換無し ■ 

0 1 8 9  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 1 9 0  
ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 2 4 6  
桁数送信有り  

0 2 4 7  
桁数送信無し ■ 
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4.13.11  コード 93 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 8 8  
ｺｰﾄﾞ 93 読み取り有り ■ 

0 0 8 9  
ｺｰﾄﾞ 93 を読み取り無し  

0 2 3 8  
桁数送信有り  

0 2 3 9  
桁数送信無し ■ 

 
 
4.13.12  コード 128 の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 0 9 0  
ｺｰﾄﾞ 128 読み取り有り ■ 

0 0 9 1  
ｺｰﾄﾞ 128 読み取り無し  

0 2 4 0  
桁数送信有り  

0 2 4 1  
桁数送信無し ■ 
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4.13.13  RSS(GS1 Databar)の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 4 1 2  
RSS14 読み取り有り  

0 4 1 3  
RSS14 読み取り無し ■ 

0 4 1 4  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 読み取り有り  

0 4 1 5  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ 読み取り無し ■ 

0 4 1 6  
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ 読み取り有り  

0 4 1 7  
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾃﾞ 読み取り無し ■ 

0 4 3 2  
RSS ｺｰﾄﾞ ID < ]C1 >  

0 4 3 3  
RSS ｺｰﾄﾞ ID < ]e0 > ■ 

0 4 1 8  
RSS14 ｺｰﾄﾞ ID 送信有り ■ 

0 4 1 9  
RSS14 ｺｰﾄﾞ ID 送信無し  

0 4 2 4  
RSS14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り ■ 

0 4 2 5  
RSS14 ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し  

0 4 2 8  
RSS14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 4 2 9  
RSS14 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

0 4 2 0  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ID 送信有り ■ 

0 4 2 1  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ID 送信無し  

0 4 2 6  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信有り ■ 

0 4 2 7  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ ID 送信無し  

0 4 3 0  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信有り ■ 

0 4 3 1  
RSS ﾘﾐﾃｯﾄﾞ ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ送信無し  

0 4 2 2  
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ID 送信有り ■ 

0 4 2 3  
RSS ｴｸｽﾊﾟﾝﾃﾞｯﾄﾞ ｺｰﾄﾞ ID 送信無し  

0 2 9 9  
桁数送信有り  

0 3 0 0  
桁数送信無し ■ 
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4.13.14  UCC/EAN128(GS1-128)の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 1 0 4  
UCC/EAN128 読み取り有り  

0 1 0 5  
UCC/EAN128 読み取り無し ■ 

0 2 9 9  
桁数送信有り(RSS 共通)  

0 3 0 0  
桁数送信無し(RSS 共通) ■ 

0 3 0 1  

GS 置換ｷｬﾗｸﾀ 
GS 置換ｷｬﾗｸﾀを設定する場合は、左記のｺ

ﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

及びｽﾃｰﾀｽｷｰ(本書 補足 B)を使って、置換

えたいｷｬﾗｸﾀを設定します。 
 
GS(ｸﾞﾙｰﾌﾟｾﾊﾟﾚｰﾀ)置換ｷｬﾗｸﾀとは、可変長

AI ｺｰﾄﾞの区切りを示す FNC1 ｺｰﾄﾞを置換

するためのｷｬﾗｸﾀです。 

例) GS を＊に置換えたい場合 
<GS 置換ｷｬﾗｸﾀ><2><A><確定> 
という順番でｽｷｬﾝします。 
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4.13.15  Plessey の設定 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 1 1 4  
Plessey 読み取り有り  

0 1 1 5  
Plessey 読み取り無し ■ 

0 2 5 0  
桁数送信有り  

0 2 5 1  
桁数送信無し ■ 
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5. データ編集機能 
 
PulsarC ｼﾘｰｽﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは非常にﾌﾚｷｼﾌﾞﾙなﾃﾞｰﾀ編集機能を装備しています。 
下記にﾃﾞｰﾀ編集機能の特徴を列挙します。 
 

 編集ﾊﾟﾀｰﾝを 3 ﾊﾟﾀｰﾝ (編集ﾊﾟﾀｰﾝ 1~3)まで登録可能 
 編集ﾊﾟﾀｰﾝは個別に有効／無効の設定が可能 
 編集ﾊﾟﾀｰﾝには下記の適用条件を指定することが可能 

･ ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 
･ ﾃﾞｰﾀの桁数 
･ 指定文字列／指定文字列位置 

 終了文字列又は文字数を基準として、ﾃﾞｰﾀを最大 6 つのﾌｨｰﾙﾄﾞ

に分割可能 
 最大 5 つのｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞを設定可能 

各ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞには、任意の 4 文字までの文字列が設定可能 
 分割したﾌｨｰﾙﾄﾞ及びｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞを任意の順序で送信可能 

最大 12 ﾌｨｰﾙﾄﾞの範囲で、各ﾌｨｰﾙﾄﾞの重複送信も可能 
 
下記に編集ﾊﾟﾀｰﾝの登録手順を示します。 
 

1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾓｰﾄﾞに入ります。 
2. 編集ﾊﾟﾀｰﾝｴﾘｱを指定します。 
3. 編集ﾊﾟﾀｰﾝの適用条件を指定します。 
4. ﾃﾞｰﾀを幾つのﾌｨｰﾙﾄﾞに分割するかを指定します。 
5. 何を基準に各ﾌｨｰﾙﾄﾞを分割するかを指定します。 

（終了文字列・文字数） 
ﾃﾞｰﾀを 3 分割したい場合は、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1~2 に対して、この設定を

行います。最後のﾌｨｰﾙﾄﾞについては、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞが自動的に割

り当てを行います。 
6. 必要があれば、ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞに任意の 4 文字までの文字列を設

定します。 
7. 最後に送信順序指定を行い、「編集ﾊﾟﾀｰﾝ確定」ﾊﾞｰｺｰﾄﾞと「設定

終了」ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取ります。 
 
 
編集ﾊﾟﾀｰﾝの実際の登録には、次頁以降のｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用します。 
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5.1 編集パターンの登録 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

編集ﾊﾟﾀｰﾝを登録するｴﾘｱ 

9 9 8 1  
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 1 

編集ﾊﾟﾀｰﾝ 2 

9 9 8 2
9 9 8 3  
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 3 

対象となるﾃﾞｰﾀのﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙﾀｲﾌﾟ 

9 9 9 1  
ｸﾘｱ 

全ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼﾝﾎﾞﾙ 

9 9 9 2
0 5 0 0

ｺｰﾄﾞ 39 

ｲﾀﾘｱ･ﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ 

0 5 0 2

0 5 0 4  
ﾌﾗﾝｽ･ﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 25 

0 5 0 6
0 5 0 8
ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 25 

ﾏﾄﾘｸｽ 25 

0 5 1 0

0 5 1 2  
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ (NW7) 

ｺｰﾄﾞ 93 

0 5 1 4
0 5 1 6

ｺｰﾄﾞ 128 

UPCE 

0 5 1 8

0 5 2 0  
UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 2 

UPCE ｱﾄﾞｵﾝ 5 

0 5 2 2
0 5 2 4
JAN/EAN8 

EAN8 ｱﾄﾞｵﾝ 2 

0 5 2 6

0 5 2 8  
EAN8 ｱﾄﾞｵﾝ 5 

JAN/EAN13 

0 5 3 2
0 5 3 4

EAN13 ｱﾄﾞｵﾝ 2 

EAN13 ｱﾄﾞｵﾝ 5 

0 5 3 6

0 5 8 4  
UPCA 

UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 2 

0 5 8 6
0 5 8 8

UPCA ｱﾄﾞｵﾝ 5 

MSI 

0 5 3 8

0 5 4 0  
Plessey 

UCC/EAN128(GS1-128) & RSS(GS1 Databar) 

0 5 9 0
 

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

対象となるﾃﾞｰﾀの桁数 

0 5 4 8  
最大桁数設定 

最小桁数設定 

0 5 4 9  

対象となるﾃﾞｰﾀに含まれる文字列（照合文字列） 

0 5 5 0  
照合文字列設定 

照合文字列の位置 

0 5 5 1  
照合文字列の位置設定 

総ﾌｨｰﾙﾄﾞ数 

0 5 7 8  
1 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

2 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

0 5 7 9  
0 5 8 0  

3 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

0 5 8 1  
4 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

5 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

0 5 8 2  
0 5 8 3  

6 ﾌｨｰﾙﾄﾞ 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3  

9 9 0 4
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7  

9 9 0 8
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1  

9 9 1 2
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5  

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 

0 5 5 5  

区切り文字列設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 2 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 5 2  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含む 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めます。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 
123AB となります。 

0 5 5 3  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含まない 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めません。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123
となり、AB は破棄されます。 

0 5 5 4  

区切り文字数設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して、ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の区切りを行う文字数を設定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0  
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3

9 9 0 4  
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7

9 9 0 8  
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1

9 9 1 2  
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 

0 5 5 9

区切り文字列設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 2 文字まで

の文字列を指定します。 

0 5 5 6

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含む 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めます。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123AB
となります。 

0 5 5 7

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含まない 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めません。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123
となり、AB は破棄されます。 

0 5 5 8

区切り文字数設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して、ﾌｨｰﾙﾄﾞの

区切りを行う文字数を設定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0
 

0 

1 

9 9 0 1

9 9 0 2
 

2 

3 

9 9 0 3  

9 9 0 4
 

4 

5 

9 9 0 5

9 9 0 6
 

6 

7 

9 9 0 7  

9 9 0 8
 

8 

9 

9 9 0 9

9 9 1 0
 

A 

B 

9 9 1 1  

9 9 1 2
 

C 

D 

9 9 1 3

9 9 1 4
 

E 

F 

9 9 1 5  

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3 

0 5 6 3  

区切り文字列設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 2 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 6 0  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含む 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めます。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 
123AB となります。 

0 5 6 1  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含まない 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めません。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123
となり、AB は破棄されます。 

0 5 6 2  

区切り文字数設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して、ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の区切りを行う文字数を設定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0  
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3

9 9 0 4  
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7

9 9 0 8  
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1

9 9 1 2  
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 4 

0 5 6 7

区切り文字列設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 2 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 6 4

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含む 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めます。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 
123AB となります。 

0 5 6 5

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含まない 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めません。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123
となり、AB は破棄されます。 

0 5 6 6

区切り文字数設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して、ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の区切りを行う文字数を設定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3  

9 9 0 4
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7  

9 9 0 8
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1  

9 9 1 2
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5  

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ 5 

0 5 7 1  

区切り文字列設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 2 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 6 8  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含む 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めます。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 
123AB となります。 

0 5 6 9  

区切り文字列をﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含まない 
区切り文字列として指定したﾃﾞｰﾀをﾌｨｰﾙﾄﾞ内に含めません。 
例えば、区切り文字列が AB でﾃﾞｰﾀが 123AB456 の場合、ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 = 123
となり、AB は破棄されます。 

0 5 7 0  

区切り文字数設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して、ﾌｨｰﾙﾄﾞ

の区切りを行う文字数を設定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0  
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3

9 9 0 4  
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7

9 9 0 8  
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1

9 9 1 2  
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 

0 5 7 2

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 4 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 7 3

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 4 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 7 4

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 3 設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 4 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 7 5

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 4 設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 4 文字ま

での文字列を指定します。 

0 5 7 6

ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 5 設定 
左記のﾊﾞｰｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝした後、下記の 16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを使用して 4 文字ま

での文字列を指定します。 

16 進数ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 0 0
0 

1 

9 9 0 1
9 9 0 2

2 

3 

9 9 0 3  

9 9 0 4
4 

5 

9 9 0 5
9 9 0 6

6 

7 

9 9 0 7  

9 9 0 8
8 

9 

9 9 0 9
9 9 1 0

A 

B 

9 9 1 1  

9 9 1 2
C 

D 

9 9 1 3
9 9 1 4

E 

F 

9 9 1 5  

確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
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設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ﾌｨｰﾙﾄﾞ送信順序1 

送信順序設定開始 

0 5 7 7  

9 9 0 1  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 

9 9 0 7  
ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 1 

9 9 0 2  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 

9 9 0 8  
ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 2 

9 9 0 3  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 3 

9 9 0 9  
ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 3 

9 9 0 4  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 4 

9 9 1 0  
ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 4 

9 9 0 5  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 5 

9 9 1 1  
ｵﾌﾟｼｮﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ 5 

9 9 0 6  
ﾌｨｰﾙﾄﾞ 6 

 

 
確定 

9 9 9 4  

編集ﾊﾟﾀｰﾝ登録確定 

9 9 8 0  
 

                                                                  
1  同一のﾌｨｰﾙﾄﾞを重複して何度でも送信することが可能ですが、送信ﾌｨｰﾙﾄﾞ数は 12 ﾌｨｰﾙﾄﾞを超して

はいけません。 
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5.2 編集パターンの選択 
 

設定開始 

6 4 3 8 8 6 6 6 4 3 8 8 0 0  

設定終了 

9 9 9 9  
 

ｺﾏﾝﾄﾞﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 説明 ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 

0 2 8 1
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 1 有効  

0 2 8 2
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 1 無効 ■ 

0 2 8 3
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 2 有効  

0 2 8 4
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 2 無効 ■ 

0 2 8 5
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 3 有効  

0 2 8 6
編集ﾊﾟﾀｰﾝ 3 無効 ■ 

0 2 7 9
ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞﾃﾞｰﾀ編集有効 2  

0 2 8 0
ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞﾃﾞｰﾀ編集無効 ■ 

 

                                                                  
2  ｴｸｽｸﾙｰｼﾌﾞﾃﾞｰﾀ編集を有効にすると、全読取ﾃﾞｰﾀに対して、有効に設定されている編集ﾊﾟﾀｰﾝを適用

します。読取ﾃﾞｰﾀが編集ﾊﾟﾀｰﾝ対象外の場合、そのﾃﾞｰﾀは破棄されます。 
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補足 A 仕様 
 

仕  様 
読取幅 67mm (左右ﾏｰｼﾞﾝを含む) 
読取深度 0 ~ 10 mm（PCS 0.9） 
走査速度 100 ｽｷｬﾝ/秒 
CCD 解像度 2,048 ﾋﾟｸｾﾙ 
光源 赤色 LED ｱﾚｰ 660 nm 
最小 PCS 0.45 
分解能 0.125mm 

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ DOS/V ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟ&ﾉｰﾄ 他 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 300bps~38,400bps 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ WINDOWS98/ME/2000/XP/Vista/7 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ WINDOWS98/ME/2000/XP/Vista/7 

読取ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

ｺｰﾄﾞ 39, ｺｰﾄﾞ 39 ﾌﾙｱｽｷｰ, ｲﾀﾘｱ･ﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ, ﾌﾗﾝｽ･ﾌｧｰﾏｺｰﾄﾞ, 
ｺｰﾀﾞﾊﾞｰ, ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2/5, ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2/5, ﾏﾄﾘｸｽ 2/5, ｺｰﾄﾞ 93, 
ｺｰﾄﾞ 128, JAN/EAN-8, JAN/EAN-13, UPC-E, UPC-A, 
EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 2, EAN-8 ｱﾄﾞｵﾝ 5, EAN-13/UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ 2, 
EAN-13/UPC-A ｱﾄﾞｵﾝ 5, UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 2, UPC-E ｱﾄﾞｵﾝ 5, 
UCC/EAN128(GS1-128), RSS(GS1 Databar) 

ｲﾝﾃﾞｨｹｰﾀ ﾌﾞｻﾞｰ, LED 

電源供給 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PC から供給 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 専用 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ又は 9 番ﾋﾟﾝから供給 
USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PC から供給 
USB ﾊﾞｰﾁｬﾙ COM ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ PC から供給 

供給電圧 DC5V ±10% 
消費電流 1000 75mA ~ 100mA typ. 
ｹｰｽ材質 ABS 樹脂 
重量 約 130g （ｹｰﾌﾞﾙは含まない）1090 約 140g （ｹｰﾌﾞﾙは含まない）

動作温度 0 ºC ~ +50 ºC 
保管温度 -20 ºC ~ +60 ºC 
湿度 20 ~ 90% RH 結露無きこと 
準拠規格 FCC Class-A, CE, RoHS 指令 
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補足 B 16 進バーコード／ステータスキー表 
 

16 進ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ表 

9 9 0 0  
0 

1 

9 9 0 1  

9 9 0 2  
2 

3 

9 9 0 3  

9 9 0 4  
4 

5 

9 9 0 5  

9 9 0 6  
6 

7 

9 9 0 7  

9 9 0 8  
8 

9 

9 9 0 9  

9 9 1 0  
A 

B 

9 9 1 1  

9 9 1 2  
C 

D 

9 9 1 3  

9 9 1 4  
E 

F 

9 9 1 5  

 
ｽﾃｰﾀｽｷｰ表 1 

9 9 3 0  
Shift + 

CTRL+ (L) 

9 9 3 1  

9 9 3 2  
ALT+(L) 

9 9 3 3  
CTRL+(R) 

 
確定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 

9 9 9 4  

 

                                                                  
1  ｽﾃｰﾀｽｷｰは USB ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ及びｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽで使用できます。 
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補足 C キャラクタ表 
 

ｷｰﾎﾞｰﾄﾞｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

0  F2 SP 0 @ P ` p (0) 
1 INS F3 ! 1 A Q a q (1) 
2 DLT F4 “ 2 B R b r (2) 
3 HOME F5 # 3 C S c s (3) 
4 END F6 $ 4 D T d t (4) 
5 UP F7 % 5 E U e u (5) 
6 DOWN F8 & 6 F V f v (6) 
7 LEFT F9 ‘ 7 G W g w (7) 
8 BS F10 ( 8 H X h x (8) 
9 HT F11 ) 9 I Y I y (9) 
A LF F12 * : J Z j z  
B RIGHT ESC + ; K [ k {  
C PgUp Exec , < L ¥ l |  
D CR  - = M ] m }  
E PgDn  . > N ^ n ~  
F F1  / ? O _ o DLY CR*
 
 

ASCII ｺｰﾄﾞ表 
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 

0 NUL DLE SP 0 @ P ` p  
1 SOH DC1 ! 1 A Q a q  
2 STX DC2 “ 2 B R b r  
3 ETX DC3 # 3 C S c s  
4 EOT DC4 $ 4 D T d t  
5 ENQ NAK % 5 E U e u  
6 ACK SYN & 6 F V f v  
7 BEL ETB ‘ 7 G W g w  
8 BS CAN ( 8 H X h x  
9 HT EM ) 9 I Y I y  
A LF SUB * : J Z j z  
B VT ESC + ; K [ k {  
C FF FS , < L ¥ l |  
D CR GS - = M ] m }  
E SO RS . > N ^ n ~  
F SI US / ? O _ o DLE  
 
1. ﾌｧﾝｸｼｮﾝｷｰは、一部のﾊﾟｿｺﾝで正しく動作しない場合があります。 
2. CR*はﾃﾝｷｰﾊﾟｯﾄﾞの ENTER ｷｰを意味します。 
3. DLY は 100 ﾐﾘ秒のﾃﾞｨﾚｲﾀｲﾑを意味します。 
4. (0)...(9) はﾃﾝｷ-ﾊﾟｯﾄﾞの 1~9 を意味します。 
5. 空白部分は未使用のｷｬﾗｸﾀです。 
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補足 D データ送信フォーマット 
 
下記にﾀｯﾁﾘｰﾀﾞのﾃﾞｰﾀ送信ﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 
 

基本ﾌｫｰﾏｯﾄ 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ ｺｰﾄﾞ ID ﾃﾞｰﾀ桁数 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
 
 
ﾌﾟﾘﾌｨｯｸｽ 
無し又は任意に 4 文字までを設定できます。 
 
ｺｰﾄﾞ ID 
無し・任意のｷｬﾗｸﾀ及びｺｰﾄﾞ ID ｾｯﾄ 1~5 の何れかを送信することができます。 
 
ﾃﾞｰﾀ桁数 
ﾃﾞｰﾀ桁数送信を有りに設定した場合、常に 2 ﾊﾞｲﾄ長でﾊﾞｰｺｰﾄﾞ桁数が送信され

ます。但し、PDF417 ｺｰﾄﾞの場合は、4 桁送信となります。 
 

Ex.1)  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞが 8 桁の場合 08 
Ex.2)  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞが 40 桁の場合 40 

 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀが送信されます。また、ﾃﾞｰﾀ編集機能を使うことで、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰ

ﾀを任意に編集することが可能です。 
 
ﾎﾟｽﾄﾌｨｯｸｽ 
無し又は任意に 4 文字までを設定できます。 



  
 PulsarC Series 

 A.5 
 Copyright © 2010, AIware 

補足 E RS232C シリアルコマンド 
 
RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽﾀｲﾌﾟのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞはｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞに対応しています。 
専用ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを RS232C ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを通して、送信することでﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの

設定を変更したり、動作を制御することが可能になります。 
 
下記にｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄを示します。 
 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 
#@nnnn<CR> * <CR>はｷｬﾘｯｼﾞﾘﾀｰﾝ 0DH 
nnnn には、取扱説明書の設定ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ下にある 4 桁のｺｰﾄﾞが入ります。

設定開始ｺﾏﾝﾄﾞは該当しません。 
 
例) 

#@0067<CR> ｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ 
#@9993<CR> 全ﾃﾞｨﾌｫﾙﾄ 
#@9999<CR> 設定保存(設定終了) 

 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞに設定変更を行った場合でも設定保存ｺﾏﾝﾄﾞを発行せずに

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの電源をｵﾌにすると、設定内容は消えてしまいます。不

揮発性ﾒﾓﾘに保存したい場合は、電源をｵﾌにする前に設定保存ｺﾏﾝﾄﾞを

発行してください。 
 
特別なｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞ 
#@----<CR> 動作休止ｺﾏﾝﾄﾞ 
このｺﾏﾝﾄﾞを受信するとﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、動作を一時休止します。 
#@….<CR> 動作再開ｺﾏﾝﾄﾞ 
このｺﾏﾝﾄﾞを受信するとﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、先の動作休止ｺﾏﾝﾄﾞで休止状態にある

動作を再開します。 
#@////<CR>  読取ﾌﾞｻﾞｰｺﾏﾝﾄﾞ 
このｺﾏﾝﾄﾞを受信するとﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞは、読取ﾌﾞｻﾞｰを鳴らします。この時読取

LED も点灯させます。 
 
次頁にﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの読取ﾀｲﾐﾝｸﾞを制御するためのﾌﾛｰﾁｬｰﾄ例を記載します。 
 
 

 
ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞを送信する場合、各ｺﾏﾝﾄﾞ間に最低 500msec の間隔を空けて送信し

てください。但し、設定終了･ｷｬﾝｾﾙなどﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞのﾘｾｯﾄ動作が伴うｺﾏﾝﾄﾞ

の場合は、1 秒以上間隔を空けるようにしてください。 
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ｼﾘｱﾙｺﾏﾝﾄﾞによる読取ﾀｲﾐﾝｸﾞ制御ﾌﾛｰﾁｬｰﾄ例 
 
 

 

 

 

ｽﾀｰﾄ 

#@0067<CR>を発行 

読取ﾓｰﾄﾞをｺﾝﾃｨﾆｱｽﾓｰﾄﾞ(連続読取)に設定 

#@9999<CR>を発行 

設定保存(設定終了) 

#@----<CR>を発行 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの動作を休止、LED 消灯 

読取ﾀｲﾐﾝｸﾞ? 

#@….<CR>を発行 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの動作再開、LED 点灯 

ﾀｲﾑｱｳﾄ? 

読取完了? 

#@----<CR>を発行 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの動作休止、LED 消灯 

#@----<CR>を発行 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの動作休止、LED 消灯 

読取ﾃﾞｰﾀ受信 

はい 

いいえ 

ﾀｲﾑｱｳﾄ 

読取完了 



  
 PulsarC Series 

 A.7 
 Copyright © 2010, AIware 

補足 F トラブルシューティング 
 

電源が入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ (RS232C ﾀｲﾌﾟ)は正しく接続されていますか？ 
 PC の電源 (ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ/USB ﾀｲﾌﾟ)は入っていますか？ 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取らない 
 

 対象のﾊﾞｰｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 汚れたﾊﾞｰｺｰﾄﾞ、劣化し

たﾘﾎﾞﾝで印刷したﾊﾞｰｺｰﾄﾞ、複写したﾊﾞｰｺｰﾄﾞなど、品質の悪いﾊﾞｰ

ｺｰﾄﾞは読取不良や誤読の原因となりますので避けてください。 
 対象のﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種を読み取れるように設定していますか？ 
 ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄが付加されていないﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対して、ﾁｪｯｸﾃﾞｨｼﾞｯﾄ有

りと設定していませんか？ 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞを読み取りづらい 
 

 対象のﾊﾞｰｺｰﾄﾞの品質は悪くないですか？ 品質の悪いﾊﾞｰｺｰﾄﾞは

読取不良や誤読の原因となります。 
 読取窓は汚れていませんか？ 

 

PC にﾃﾞｰﾀが入らない 
 

 ｹｰﾌﾞﾙは正しく接続されていますか？ 
 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの設定は間違っていませんか？ 

本書｢4.2 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの簡単ｾｯﾄｱｯﾌﾟ｣を参考にﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの再初

期化を行った後、PC の電源を再立ち上げしてください。 
 

その他 
 

 ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾘｰﾀﾞの読取窓が汚れていると、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの読み取りに時間

がかかったり、読めなくなる場合があります。定期的にｱﾙｺｰﾙなど

を湿らせた柔らかい布で拭くようにしてください。 
 

読取窓

 
 
症状に変化がない場合は、弊社又はお近くの販売店までご連絡ください。 
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補足 G サンプルバーコード 
 

ｺｰﾄﾞ 39 

* C O D E  3 9  T E S T *  

ｺｰﾄﾞ 39 (CD 付) 

* W I T H  C D U *  

JAN ｺｰﾄﾞ 100% 

4 912345 678904  

JAN ｺｰﾄﾞ 80% 

4 911223 344559  

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0  

ｲﾝﾀｰﾘｰﾌﾞﾄﾞ 2 ｵﾌﾞ 5 (CD 付)

1 1 2 2 3 3 4 4 5 5 6 6 7 7 8 8 9 9  

ｺｰﾄﾞ 128 

C o d e 1 2 8  S a m p l e  

NW7 

A 1 1 2 2 3 3 4 4 A  

PDF417 
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修理依頼書 
 
修理を依頼される場合は、下記の用紙に必要事項を記入し、修理品と一緒に販

売店へご返送ください。尚、修理は全てｾﾝﾄﾞﾊﾞｯｸ方式で行います。現地での出

張修理などは一切行いません。 
 

修理依頼書 
依頼日  
会社名  
部署名  
担当者  
メールアドレス  
電話番号  ＦＡＸ番号  
ご住所  

 
 

販売店名  ご購入日  
製品型番 (名称)  
製造番号 (S/N)  
付属品 ケーブル[                  ]･ＡＣアダプタ 
トラブルの症状を詳しく記入してください。 
また、症状を確認するために必要なバーコードラベル等があれば、修理品に
添付してお送りください。 
 
 
 
症状発生頻度 ： □ 常に起こる □ 1 日に [    ]回程度 
インターフェイス ： □ キーボード  □ RS232C   □ USB 
  □ その他 [              ] 
接続ホスト ： メーカー [                    ] 
  型番 [                    ] 
その他、使用状況を記入ください。 
 
 
 
返送先  

 
 

見積・請求先  
 
 

スポットサービス時は、修理見積後に修理をキャンセ
ルされた場合に限り、見積料として弊社所定の料金を
申し受けます。ご了承いただける場合は、押印の上、
修理品に添付してご返送ください。 

ご確認印 

拡大コピーしてお使いください 
 


